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込第220号 n tコ つ� ら 昭和63年10月 i日 (2) 

射
撃
の
講
習
会
が
八
月
三
十
日
、

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
聞

か
れ
ま
し
た
。
〈
写
真
〉
指
導
に
当

た
っ
て
い
た
だ

い
た
の
は
、
県
ラ

イ
フ
ル
協
会
代
表
の
岩
佐
利
昭
さ

ん
は
か
二
人
。

昨
年
七
月
か
ら
始
め
て
す
で
に

四
回
固
め
講
習
会
と
な
リ
、
午
後

六
時
か
ら
小
学
生
、
中
学
生
、
高

校
生
、
会
社
員
な
ど
約
三
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

l

(昭
和
六
十
八
年
)
で
、
勝
浦
町

で
開
催
さ
れ
る
ビ 

ム
ラ
イ
フ
ル

開
講
に
当
た
り
、

参
加
者
に
岩

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
て
国
体
ヘ


第
四
十
八
回
国
民
体
育
大
会 

し
た
ど

佐
代
表
か
ら
撃
ち
方
や
ル
ー
ル
の

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
二
班
に
分

か
れ
、
県
ラ
イ
フ
ル
協
会
が
持
参

{憂 勝 坂本� 

ム
ラ
イ
フ
ル
で
射
撃
練

小
学
生
の
部

開
叫 

1
~

l

V

¥ー 

...

強そス
調しポ
月て� !
FIツ

ではの
す「秋

体
力� 
4コ� 

準優勝 星谷

9月7日から始ま った大

会は� 6チームが参加し� 3

日聞の熱戦の末，坂本チー

ムの優勝で幕を閉じました。

優

勝

県ライフル協会員の指導を受け
ながら練習に取り組む参加者

優

勝
V
一
般
の
部

V

観
野
正
弘 

(石

原 
)

準

優

勝

押
栗
義
衛 

(与
川
内 
)

第
三
位

石
木
正

一
(
横

瀬 

)

準
優
勝

優

勝

中

瀬
誉
文 

(横

瀬 

)

準

優

勝

小
関
健
司 

(横

瀬 

)

第

三

位

観
野
潤

一
(
石

原 
) 

習
。
十
発
の
合
計
得
点
を
小
・中
・

一
般
の
記
録
用
紙
に
書
き
込
み
そ

の
成
績
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

町
で
は
、
国
体
に
向
か

っ
て
選

手
の
育
成
の
た
め
、
今
後
に
お
い

て
も
、
ど
ん
ど
ん
講
習
会
を
聞
い

て
い
き
た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

あ
な
た
に
も
チ
ャ
ン

ス
が
あ
リ

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
柑
極
的
な
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
四
回
講
習
会
入
賞
者 
(敬
称
略
) 

第
三
位

西
尾
泰
弘

(星

中
学
生
の
部

河
村
公
俊 

(棚

野 

)

石
木
和
幸

(
横

瀬 

)
谷
)

...優勝した坂本チーム

体
力
っ
く
り
は
健
康
の
み
な
も

と
で
す
。
し
か
し
、
い
さ
始
め
よ

う
と
し
て
も
、
な
か
な
か
き
っ
か

け
が
つ
か
め
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
仕

事
の
あ
い
聞
や
通
勤

・
国
貝
い
物
の

途
中
に
、
あ
る
い
は
床
に
就
く
前

の
短
か
い
時
間
を
活
用
し
て
、

「ち

ょ
っ
と
や

っ
て
み
ょ
う
か
」
と
い

う
気
軽
な
気
持
ち
で
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

ふとんの上で
起きる前の体操

く
ら
し
の
中
の
体
力
づ
く
り

あ
な
た
も
実
行
し
て
み
ま
せ
ん
か
|
ノ

①寝たま まの背のぴ� 

(あお向け) ②片膝をかかえてのストレッチング
寝たまま、ゆっくり腕 ¥¥可F一言" 司量‘寝たままの姿勢力、ら、片膝 .，
を伸ばして、指の先力、 弘子'i:h("d¥'!を胸の前に引き寄せます。
勺ツマ先まで一直線に

なるように、深呼吸を ぷ!ミ三品三j?暢
するつもりで、全身を

伸ばしましょう 。

③猫の背伸び
膝立て姿勢力、ら両手を床につき、

お尻を引いて肩が沈むように引き

ます� e 手はなるべく前タ込ミ J 

につきましょう 。
1> :C (.-

MUS04
テキストボックス
あなたもチャンス

MUS04
テキストボックス
昭和63年度
地区対抗女子ソフトボール大会

MUS04
テキストボックス
スポーツの秋
そして十月は体力づくり
強調月間です
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¥ 

③次に、片ひざ

をぐっと横に

踏み出すと同

時に、両腕を

反対方向に伸

ばす。かけ声
をかけな力Cら、

左右交互に行 ② 目をつむり
なう 。� 

⑨
⑧
⑧
⑧


客員をもむ
目を休めるために、

目をつむります。

こめかみのマ ッサ

ージはゆっく り軽

〈押す感じで。

秒
)
・二
位
陸
協

勝
浦
走
友
ク
ラ
ブ

大
人
も
子
供
も
大
奮
闘

八
月
二
十
三
日
、
勝
浦
中
学
校

野
球
部
は
、
第
七
回
県
下
中
学
校

軟
式
野
球
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
、

九
月
十
一
日
の
四
国
大
会
�
 (鳴
門

市
)
に
出
場
し
て
準
優
勝
し
ま
し

l

た
。八

月
七
1
九
日
、
生
比
奈
ク
ラ

ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
第
叩
回

県
下
少
年
野
球
海
部
大
会
で
優
勝
。

八
月
二
十
九
・

三
十
日
、
第
十

三
田
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
軟
式
野
球

勝
浦
郡
予
選
大
会
�
 (上
勝
町
福
川

グ
ラ
ウ
ン
ド
)
で
壮
年
の
部
「
生

比
奈
ク
ラ
ブ
」
、
成
年
の
部

「中
山ム

〈中
学
校
の
部
〉

H
H

仕事のあい聞に ③ ちょっと
①肩たたき 睡眠前に

スト レ ス を 解 消 す る体操 	 疲れたら 肩たたきは気分
眠れないときの体操

のリフレツンユ

細かいイ士事で にもうってつけ。

神経を使っているとき 	  右も友もリズミ

カJレにたたきま

しょう� e たたく

だけでなく、上

下運動も加える

といっそラ効果

が上がります。

B
・三
位
阿
波

般
・
高
校
の
部
)

J
)

秒

・
六
区
�
 (

)
石
田
早
人

M

J

② 

①両手を強くに

ぎりしめてし

唱。がむ。

②かけ声ととも

に両手両足を

伸ばして立ち

上がる。

一位
勝
中
A
(1
時
間
お
分
叩
秒
)

二
位
高
針
中
A
-

B
・

三
位
勝
中
�
 

に
勝
利
を
お
さ
め
、
九
月
十
五
日

〈
区
間
賞
〉

(一

か
ら
始
ま
っ
た
県
大
会
に
出
場
し
、

県
下
の
強
豪
チ
ー
ム
を
相
手
に
大

健
闘
し
ま
し
た
。
�
 

一
区
�
 (

)
谷
寛
樹
日
分
日

秒
・

二
区
(
川
�
 

ロ
分
9
秒
・

三
区
�
 
(

)
高

田
宏
幸
日
分
日
秒
・
四
区
�
 (

H

J

M

J

M

石
木
正
昭

4

司
優
勝
し
た
生
比
奈
ク
ラ
ブ

新
聞
直
樹
日
分
印
秒

・
五

区
�
 (は
�
 

J
)

J
)

高
木
雅
子
6
分
お

叩
分
灯
秒

・
七
区
�
 (

)
星

場
崇
徳
ロ
分
幻
秒

M

J

〈
区
間
賞
〉
�
 (中
学
校
の
部
)

一
区
柳
田
敏
文
�
 分
訂
秒

・
二

H

ク
ラ
ブ
」
が
上
勝
町
代
表
チ
�
 

一
般
・
高
校
の
部

H
3
・
4
・6
区
で

区
間
新
記
録
�
 

l
ム

区
中
西
雅
一

日
分
問
秒

・
三
区

岩
田
敏
雄
加
分
�
 
8
秒

・
四
区
星

場
雅
臣
は
分
灯
秒

・
五
区
竹
中

恵
子
6
分
お
秒

・
六
区
森
本
英

樹
ロ
分
�
 
4
秒

・
七
区
西
尾
泰
弘

日
分
沼
秒

H

〈
敢
闘
賞
〉

去
る
九
月
十
一
日
開
催
さ
れ
た

一
区
佐
々
木
紀
之

・
二
区
針
木

大
会
は
郡
内
九
チ
ー
ム
に
阿
波
中

学
校
、
理
島
市
ト
ラ
イ
ア
ス
口
、
/

ク
ラ
フ
な
ど
五
チ
ー
ム
の
オ
ー
プ

宏
明

・
三
区
松
下
孝

・
四
区
大

西
郁
生
・

五
区
柳
田
加
代
、
大

上
幸
子

・
六
区
加
々
美
浩
通
・

ン
参
加
を
加
え
、
計
十
四
チ

百
二
十
七
名
が
雨
天
の
中
で
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
一
般
・
高
校
の
部
〉

七
区
九
良
安
則

※
太
字
は
本
町
出
身
者

他
に
全
体
の
記
録
が
向
上
し
た

一
位
陸
協
�
 

こ
と
に
対
し
て
林
後
援
会
長
か
ら

作
チ
ー
ム
に
特
別
奨
励
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

A
 (1
時
間
却
分
日

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
野球大会

MUS04
テキストボックス
第32回勝浦郡駅伝大会
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第19回

一敬老町民のつどいー

九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
、
町

で
は
、
現
在
の
勝
浦
町
を
築
き
上

げ
て
こ
ら
れ
た
お
年
寄
り
を
招
き
、

長
年
の
ご
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
ま

た
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
敬

老
町
民
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し

た
。当

日
は
、
功
労
者
等
の
方
々
の

表
彰
、
感
謝
状
の
授
与
な
ど
の
式

典
の
ほ
か
、
保
育
所
児
童
の
踊
り
、

小
、
中
学
校
児
童
生
徒
の
作
文
、

そ
し
て
、
お
昼
に
は
婦
人
会
の
方

々
の
心
の
こ
も
っ
た
お
弁
当
な
ど
、

み
ん
な
の
協
力
と
感
謝
の
気
持
ち

で
、
お
年
寄
り
の
ご
長
寿
を
お
祝

い
し
ま
し
た
。

県
で
は

「健
康
を
保
持
し
、
健

ん

康
に
関
す
る
認
識
を
深
め
、
老
後

8

の
生
活
を
明
る
く
豊
か
な
も
の

ア
グ

に
す
る 

目
的
を
も
っ
て
、
毎
年

ヲ

健
康
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い

森
ま
す
。

九
月
十
二
日
中
央
福
祉
事
務
所

ブ
ロ
ッ
ク 

(十
二
か
町
村 
)
の
健

康
コ
ン
ク
ル
が
、
徳
島
保
健
所

長
寿
は
人
類
最
大
の
願
い
で
す
。

に
お
い
て
行
わ
れ
、
勝
浦
町
か
ら

し
か
し
長
寿
が
真
に
実
り
あ
る
輝

男
性
、
棚
野
の
宣
岡
田
恭
二
さ
ん
、

か
し
い
も
の
で
あ
る
た
め
に
は
、

(位
歳 
)
女
性
、
坂
本
の
森
ヲ
ク

O
敬
老
作
文
の
朗
読

健
康
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ニ
さ
ん
(
剖
歳
)
が
代
表
と
し
て

出
場
し
、
森
さ
ん
が
第
一
位
に
輝

き
、
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
、
県

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

生
比
奈
小
学
校
真
木
子
時 
(六
年 
)


「
お
ば
あ
さ
ん
に


教
え
ら
れ
た
こ
と
」


勝
浦
中
学
校
吉
岡
美
和
(三
年
)


「敬
老
の
日
に
寄
せ
て
」


(敬
称
略 
)


J

午
後
か
ら
は
、
勝
浦
悼
の
人
形

浄
る
り
で

一
日
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た 

米
年
も
、
こ
の
つ

ど
い
で
楽
し
い

一
日
を
過
せ
る
よ

う
皆
さ
ん
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し

ま
す
。

表
彰
等
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次

の
と
お
り
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
者
表
彰

団
体

棚
野
立
川
老
人
ク
ラ
ブ

個
人

清
水
キ
ヌ
コ

(
生
名
老
人
ク
ラ
ブ 
)

森

上

院

美

(与
川
内
老
人
ク
ラ
ブ
)

八
十
歳
到
達
夫
婦
祝
い
状

今
山
五
十
川
幸
次
郎
(八
十
歳 
)

ハン 

(八
十

一
歳
)

星

谷

野

上

友

二
八
十

一
歳
)

サ
ダ
コ 
(八
十
歳
) 

米
寿
(
八
十
八
歳
)
到
達
者

松

下

治

郎 

(石
原
)

O O O
生円
悦
ウ
メ
ノ 

(掛
谷
)

尾

花

金

蔵

(

山

西

)

浜

朋

太

郎 

(山
西 
)

c

伊

丹

重

吉

(

中

角
)

久
保
サ
、
ノ 
(中
角 
)

津
口
長
次
郎 
(星
谷
)

英
ト
キ
エ
(
棚
臨
む

中

内

サ

ト

(

中

山
)

構

内

重

雄

(

中

山
)

立
棒
ヲ
サ
ノ 
(中
山 
)

佐
光
ヨ
シ
ノ 
(横
瀬 
)

米
国
ト
キ
ノ 
(横
瀬
)

栗
本
ヨ
シ
ノ 

(与
川
内
)

第

イ立

森

ヲ
ク
こ
さ
ん

MUS04
テキストボックス
来年もまた元気でお会いしましょう

MUS04
テキストボックス
長寿で健康
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で
す
。

人
は
毎
月
一
日
)
に
行
い
、
も
し

腺
症
、
襲
胞
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
線

維
腺
胞
は
二
十
歳
、
三
十
歳
代
、
乳

腺
症
は
三
十
歳
、四
十
歳
代
、
乳
管

内
乳
頭
臆
や
義
勝
は
四
十
歳
代
に

多
く
み
ら
れ
ま
す
。
五
十
歳
以
上

で
は
良
性
の
臆
煽
は
少
な
く
、
乳

癌
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
乳
癌
の
自
己
検
診

を
毎
月
一
定
日
(
閉
経
前
の
人
は

月
経
終
了
後
一
週
間
、
閉
経
後
の

患
と
し
て
、
乳
癌
、
線
維
腺
腫
、
乳
、

u

乳
腺
に
か
し
こ
り 
を
触
れ
る
疾

近
い
将
来
女
性
の
癌
の
第
一
位
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

乳
癌
は
ほ
と
ん
ど
が
。
し
こ
り
々

と
し
て
自
分
で
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
早
い
時
期
に
発
見
さ
れ

や
す
く
、
適
切
な
治
療
を
受
け
れ

ば
他
の
癌
に
比
べ
て
経
過
は
良
好

わ
が
国
で
も
生
活
様
式
の
変
化

に
伴
っ
て
乳
癌
が
年
々
増
加
し
、

異
常
に
気
づ

い
た
ら
す
く
に
病
院

で
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。自

己
検
診
法
は
入
浴
時
に
両
側

乳
房一
に
石
け
ん
を
塗
り
坐
位
と
な

り
、
検
査
す
る
乳
房
側
の
手
を
下

に
お
ろ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
反
対

側
の
手
の
指
を
そ
ろ
、
ぇ
、
平
手
で

指
の
腹
を
使
い
静
か
に
軽
く
圧
迫

し
ま
す
。
検
査
の
進
め
方
は
、
乳

頭
を
中
心
に
渦
巻
き
状
に
円
を
描

く
よ
う
に
す
る
か
、
ろ
っ
骨
に
平

行
に
外
側
か
ら
内
側
に
移
動
す
る

よ
う
に
し
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は

乳
房
全
域
に
わ
た
り
丁
寧
に
行
い
、

見
落
と
し
の
な
い
よ
う
に
何
度
も

行
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
就
寝
時

に
仰
臥
位
で
行
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。
乳
房
の
外
見
的
変
化
と
し
て

皮
府
や
乳
頭
の
陥
没
、
左
右
乳
頭

の
高
さ
の
ち
が
の
、
乳
頭
の
ひ
ら

ん
や
湿
し
ん
、
乳
汁
分
泌
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

医

長

小

西

康

備

勝
浦
病
院
外
科

¥ 

10月のくらし

ヲ~1民。イ.Jit>情 |報


乳
癌
に
か
か
り
ゃ
す
い
人
に
は
、

θ
母

・
姉
妹
に
乳
癌
の
人
が
い
る

0 

0
乳
腺
疾
患
(
乳
腺
症
、
乳
腺
炎

な
ど
)
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

②
高
齢
初
産
者
、
⑮
未
経
産
者
、

@
過
剰
栄
養
に
よ
る
肥
満
者
な
ど

が
一
般
に
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
人
は
特
に
気
を
つ
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
行
わ
れ
て
い
る

乳
癌
集
団
検
診
に
よ
る
癌
発
見
率

は
0
・
一
%
(
千
人
に
つ
き
一
人
)

前
後
で
す
。
対
象
は
三
十
歳
以
上

の
女
性
で
、
年
一
回
の
受
診
が
望

ま
れ
ま
す
。 

(勝
浦
病
院
で
の
検
診
日
は
、
毎

週
水
、
木
、
金
曜
日
の
午
前
中
で

す
。)

 

申込期限� 10月11日(火)

(但し20名に達し次第締切りますの

玉黄 身 錦

お祭 りの季節です。変わ った寒天の作

り方を紹介しましょう 。� 

-材料

寒天� 1/4本 水� 75c.c.

砂糖� 50g 水あめ� 10 g 

卵黄� l個

-作り方

①寒天は水につけふやかし、固く水けを絞っ

て分量の水を加えて煮溶かす。

②砂糖を加え沸騰したら火を弱め、100度に煮

つめ水あめを加えておく。

③②を 火からおろす。

④卵黄はガーセ、でこし、そうめん状に②の中

いっしょに作ろう
-PART II-

日 時 10月20日(木)

午前� 9時~正午

場所 農村婦人の家� 

参加料 500円程度(材料費)

持ってくるもの みそ300g 

申込先 役場産業課

⑤流し箱に静かに流し入れ、冷やし固める。
でお早目にお申込み下さい。� )

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
乳癌と自己検診

MUS04
テキストボックス
鉄火みそ　柿もち

MUS04
テキストボックス
ワンポイント情報
黄身綿玉
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結
婚
と
世
間
体

結
婚
が
両
性
の
合

意
の
み
に
基
づ
い
て

成
立
す
る
こ
と
は
、

だ
れ
で
も
知
っ
て
い

る
こ
と
で
す
が
こ

の
自
由
が
同
和
地
区

出
身
者
に
は
不
完
全

に
し
か
保
障
さ
れ
て

い
な
い
現
実
が
い
ま

だ
に
存
在
し
て
い
ま

す
。
基
本
的
人
権
の

尊
重
が
実
際
に
は
言

葉
だ
け
の
も
の
に
終
っ
て
い
る
例

と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
は

っ
き
り
し

て
い
る
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
和
問
題
に
か
か
わ
る
結
婚
を

め
ぐ
る
差
別
事
件
や
事
象
は
、
北
目

は
戸
、
王
が
許
さ
な
い
と
い
う
形
で

あ
ら
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
日
で
は

回
り
の
人
が
二
人
の
決
意
に
干
渉

し
た
り
妨
害
を
し
、
そ
れ
で
も
二

人
の
決
意
が
変
わ
ら
な
い
と
き
は
、

最
終
的
に
新
し
い
人
生
を
「
祝
福

し
な
い
」
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。
祝
福
を
し
な
い
と
は
、

つ
ま
り
結
婚
式
に
出
席
し
な
い
、

も
ち
ろ
ん

一
切
の
お
祝
い
を
し
な

い
、
以
後
付
き
合
い
を
し
な
い
と

い
っ
た
場
合
の
内
容
が
含
ま
れ
て

い宇品十ヲ
。

家
族
や
親
族
が
反
対
す
る
場
合
、

そ
の
最
大
の
思
由
は

「
子
や
印
怖

が
差
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ

る
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
他
人
が

差
別
さ
れ
る
の
は
か
ま
わ
な
い
が
、

自
分
た
ち
か
さ
れ
る
の
は
が
ま
ん

で
き
な
い
と
い
、 
7
発
想
で
は
な
い

で
し
ょ
、
っ
か
。

ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
同

和
地
区
に
生
ま
れ
た
と
い
う
、
」
と

で
差
別
し
、
結
婚
を
妨
害
す
る
よ

う
な
こ
と
は
だ
れ
に
も
許
き
れ
な

い
こ
と
で
す
。
若
い
二
人
が
自
ら

の
カ
で
そ
の
人
生
を
切
り
開
こ
う

と
す
る
と
き
、
だ
れ
に
も
そ
れ
を

妨
害
す
る
権
利
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
や
親
族
が
、

子
や
孫
が

差
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か

と
心
配
な
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
と

る
べ
き
態
度
が
必
要
で
す
。
そ
の

よ
う
な
差
別
を
な
く
す
た
め
に
、

自
分
た
ち
も
一
肌
脱
ぐ
と
い
う
気

持
に
な
る
こ
と
で
す
。
自
分
た
ち

に
か
か
わ
り
が
で
き
た
と
き
、
は

じ
め
て 
ρ

差
別
仰
の
実
態
に
気
付

で

「差
別
に
は
加
担
し
な
い
」
と

い
う
態
度
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
こ

活於�  b 
I~O::l、

~。司量

一

よ
く
考
、
ぇ
、
話
し
合
っ
て
み
ま
し

ト
品
、
「 

。

世
間
体
と
は

行
政
相
談
週
間


世
間
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い

る
も
の
で
、
言
わ
な
く
て
も
い
い

こ
と
を
言
い
、

言
わ
ね
ば
な
ら
な

月
仲
間
日 

1
2
日

|

い
こ
と
を
言
わ
な
い
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。

私
た
ち
は
「
世
間
体 

と
い
う

こ
と
を
よ
く
気
に
し
ま
す
が
、
世

間
体
と
は
い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う

か
。
要
す
る
に
、
他
人
の
体
面
や

体
裁
を
傷
付
け
る
た
め
の
陰
口
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
同
和
地
区

の
人
と
結
婚
す
る
こ
と
は
、
そ
の

J

人
の
体
面
や
体
裁
を
傷
つ
け
る
こ


と
に
な
ら
な
い
の
に
、
そ
う
な
る


と
信
じ
て
い
る
人
が
残
念
な
が
ら


ま
だ
い
ま
す
。


も
し
あ
な
た
の
周
囲
に
そ
の

よ
う
な
人
が
あ
ら
わ
れ
た
ら

「ど

う
し
て
そ
ん
な
こ
と
言
う
の
。
も

っ
と
よ
く
考
え
て
み
て
よ
」
と
話

し
て
あ
げ
て
く
だ
き
い
。
「
そ
う
か
、

そ
う
だ

つ
た
の
」
な
ど
と
、
聞
い

て
い
る
の
は
差
別
に
加
担
し
て
い

る
の
と
同
じ
こ
と
で
す
。
そ
の
場

L

l
m

進
し
ま
す
。
陰
口
を
言
っ

て
い
た

人
も
、
は
ず
か
し
く
て
情
け
な
く

て
、
そ
れ
こ
そ
世
間
体
を
気
に
す

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
庁
が

行
政
相
談
所

一
、
日
時

昭
和
六
十
三
年
十
月
七
日
(
金
)

二
、
場
所

住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
、
相
談
委
員

徳
島
行
政
監
察
局
監
祭
官

行
政
相
談
委
員

行
政
相
談
制
度
を
広
く
国
民
の
皆

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
全
国

一
斉
に
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て

徳
島
行
政
監
察
事
務
所
と
地
元
行

政
相
談
委
員
が
主
催
し
て
、
次
の

と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま

す。
相
談
所
で
は
現
在
、
「
き
わ
や
か

行
政
サ
ー
ビ
ス
運
動
」
が
全
国
的

に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
関

す
る
相
談
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

受
け
付
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

の
で
、
役
所
の
仕
事
に
苦
情
や
要

望
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
こ
の

機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く

ま
ず
、
自
分
の
子
や
孫
が
い
じ
め

ら
れ
た
り
、
差
別
さ
れ
た
り
し
た

ら
、
自
分
自
身
は
ど
ん
な
気
持
ち

に
な
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

と
は
、

差
別
の
解
消
に
大
き
く
前

、』

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
くらしの中の人権
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幸山 愛子さん

ま
ー
し
ょ
、
つ
。

そ
の 
5

犬
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う


+豆
大
は
捨
て
な
い
よ
う
に

犬
を
捨
て
る
と
事
故
や
病
気
で

の
た
れ
死
に
し
た
り
、
大
き
く
な

っ
て
も
恐
ろ
し
い
野
犬
に
な
る
だ

け
で
す
。
こ
れ
で
は
真
の
意
味
で

の
「
愛
情
」
と
は
い
、
え
ま
せ
ん
。

ど
う
し
て
も
犬
を
飼
、
え
な
く
な

っ
た
と
き
や
、
生
ま
れ
た
小
犬
の

も
ら
い
手
が
見
つ
か
ら
な
い
と
き

は
役
場
環
境
衛
生
課
ま
で
連
れ
て

届
出
に
つ

い
て

飼

っ
て
い
た
犬
(
登
録
犬
)
い
か

死
亡
し
た
場
合
や
譲
渡
し
た
と
き

は
、
役
場
環
境
衛
生
課
ま
で
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

十
月
十
五
日
か
ら
六
日
間
、
京

都
府
で
第
四
十
三
回
国
民
体
育
大

会
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
に
哩
私
た
ち
の
問
か

ら
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
年
女
子

一

部
六
人
制
」
に
棚
針
の
幸
山
愛
子

き
ん
(十
九
オ 
)
と、

「
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
少
年
女
子
し
に
、
横
瀬
の
津

田
玲
干
さ
ん
(
十
七
才 
)、
そ
し
て

「山
昔
少
年
女
子
」
に
石
原
の
東

陽
子
さ
ん

(十
七
オ 
)
の
三
人
が

出
場
さ
れ
ま
す
。

幸
山
さ
ん
は
、
小
学
生
め
頃
か

ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
、
富
岡

東
高
校
へ
入
学
し
、
一
年
生
か
ら

レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
な
り
、
左
き
き
の

大
型
ア
タ
ッ
カ
ー
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
昭
和
六
十
年
の
鳥
取
国
体
へ

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

社
会
人
と
し
て
参
加
さ
れ
ま
す
。

ま
た
湾
問
さ
ん
は
、
勝
浦
中
学

グ
京
都
国
体 
出
場

ガ
ン
バ

レ
郷
土
選
手
/

J

き
て
く
だ
さ
い
。

そ
の 
6 -R

校
か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
、

現
在
徳
島
商
業
高
校
三
年
生
で
す
。

強
一肩
一
と
シ

ュ
ア
な
パ
ッ

テ
ィ
ン
グ

が
魅
力
の
内
野
手
と
し
て
活
躍
し
、

チ
ー
ム
結
成
後
、
副
、
キ
ャ
プ
テ
ン

と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
ぱ
っ
て
き

キ 

し
れ
~
。

そ
し
て
東
さ
ん
は
、
富
岡
西
高


校
二
年
生
で
、
昨
年
、
今
年
と
全
国


高
校
総
体
「
山
岳
女
子
」に
出
場
し
、


好
成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。
今
回


は
、
判
断
力
の
良
さ
と
リ
ー
ダ
ー


シ
ッ
プ
を
買
わ
れ
て
、
チ
ー
ム
の


キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
参
加
し
ま
す
。


三
人
の
京
都
国
体
で
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

Aγ

飼い犬同必ずつないでください-

*ボクを野犬にしないて許� *

不用犬買い上げ日

10月5日(水) 成犬� 300円


10月19自体)小犬� 100円
 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
愛犬家のみなさんへ

MUS04
テキストボックス
犬害防止月間
10月1日～31日

MUS04
テキストボックス
京都国体出場
ガンバレ郷土選手
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す
。

相
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き
い
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複
・
溶
経
営
の
一~

一レ芋・ 

3
園
.の

管
理
徹
底
を
… 

、

。

。
l I

。

。

N
P
K

L

…
・
躍
を
担
う

・
二J

実
、
凍
害
以
降
、
複
合
経
営
の

一

し
ん
校
を
初
出
荷
き
れ
ま
し
た
が

価
格
は
三
千
円
で
し
た
。
大
阪
で

は
、
先
の
曲
が
っ
た
償
伎
や
病
虫

風
害
の
も
の
、
し
ん
校
で
も
九

以
上
の
太
く
て
長
い
枝
は
歓
迎

さ
れ
ま
せ
ん
。

圃

新
し
い
栽
培
法
と
出
荷

今
後
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
づ
め
で
、
県

外
出
荷
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

高
品
質
も
の
の
生
産
が
要
請
さ
れ

H
J

O 

ま
す
の
で
、

θ
新
植
は
山
畑
の
傾
斜
地
で
、

二

μ
×
一
口
の
等
高
線
植
で
十

五
百
本
、
平
た
ん
地
は
千
本
以
上

の
密
植
栽
培
と
す
る
。

。

植

付

け

後
、
樹
高

0
・
五 

一
・
五
幻
で
台
切
り
(
し
ん
止
め
)

を
励
行
し
、
し
ん
枝
の
発
生
本
数

を
増
や
す
。

②
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て

新
梢
の
発
生
初
期
に
、
ス
ミ
チ
オ

ン
等
の
散
布
を
励
行
し
、
ア
ブ
ラ

ム
シ

・
グ
ン
パ
イ
ム
シ
の
防
除
を

徹
底
す
る

⑮

肥

料

は

十

I
当
り、
 

を
各
々
十
、
六
、
八
話
程
度
を
春
と

秋
二
回
に
施
し
て
樹
勢
を
強
め
る

⑤
春
・
夏
草
の
二
回
、
刈
革
ま

た
は
除
草
剤
を
散
布
し
雑
草
を
抑

、えヲ匂。

@
花
や
実
の
着
生
は
、
夏
の
乾

燥
と
栄
養
不
足
が
原
因
で
あ
る
の

で
、
か
ん
水
と
敷
草
、
施
肥
に
努
め

る

花
や
実
は
早
目
に
除
去
す
る

@
し
ん
枚
で
倒
れ
る
も
の
は
支

柱
に
誘
引
す
る
。

③
良
恒
聞
の
し
ん
校
生
産
が
ま
と

ま
れ
ば
、
め
麗
協
で
都
市
向
ダ
ン

ボ
ー
ル
づ
め
出
荷
を
計
画
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
全
国
に
比
類
の
な
い
シ

キ
ミ
栽
培
管
理
暦
が
作
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
町

農
業
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。こ

の
こ
と
に
つ
い
て
以
先
に

新
聞
報
道
で
十
ア
ー
ル
当
立
二

十
万
円
:
:
:
日
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
時
点

で
は
詳
細
な
通
達
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
に

町
広
報
等
を
通
じ
周
知
を
い
た

し
ま
す
の
で
今
し
ば
ら
く
お
待

ち
下
さ
い
。

山
申マラ� 

~....し箇 

'早込木
めみかの
区シ隊

今
年
は
、
山
行
苗
木
の
不
足
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
植
林
を
予

定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
早
め
に
お

申
し
込
み
下
さ
い
。
申
し
込
み
期

日
は
、
六
十
四
年
一
月
末
日
ま
で

植
林
地
が
台
帳
・
現
況
と
も
に

山
林
で
あ
れ
ば
、
造
林
補
助
金
を

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
組
合
へ
ご

勝
浦
町
森
林
組
合

既
に
国
の
補
助
事
業
の
改
植

事
巻
市
や
、
町
独
、自
の
み
か
ん
閤

優
良
系
統
更
新
事
業
を
申

込
ま
れ
て
い
る
方
々
に
は
、
国

の
施
策
が
決
定
し
だ
い
に
再
検

討
し
、
で
き
る
限
り
有
利
な
補

助
制
度
に
よ
り
対
応
を
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

市
の
由
民
地
開
発
事
業
に
よ
る
十
五

の
所
代
的
集
団
産
地 

(写
真
)

が
育
成
さ
れ
て
い
る
様
子
は
壮
観

で
す
。
ま
た
、
和
歌
山
県
中
辺
路

町
で
は
、
散
在
園
が
六
十 

余
り

あ
り
、
四 

を
栽
培
し
て
い
る
農

C家
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
産
地

O

も
、
植
付
け
後
数
年
生
ま
で
に
、

C

ム
口
切
り
し
て
、
美
し
い
し
ん
枝
の

生
産
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
特
長

で
す
。

圏直

シ
キ
ミ
の
市
場
情
勢

八
月

一
日
、
大
阪
生
花
第 C
二
市

場
で
は
、
・
中
辺
路
も
の
が
主
力
で

約
五 

ケ
ー
ス
入
荷
し
て
お
り
、

価
格
は
、
十
詰
ダ
ン
ボ
ー
ル
づ
め

環
に
ミ
カ
ン
の
転
作
と
し
て
、
シ

キ
ミ
が
十
じ
余
植
栽
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
昨
年
位
か
ら
切

校
出
荷
が
始
っ
て
お
り
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
放
任
に
近
い
在
来
栽
培

O
i

法
で
は
、
都
会
の
消
費
動
向
に
マ

ッ
チ
し
た
良
口
聞
の
生
産
が
出
来
て

O

お
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
最
近
の

l

シ
キ
ミ
産
地
や
市
場
情
勢
と
併
せ

L

て
、
新
し
い
栽
培
法
の

一
端
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

圃

シ
キ
ミ
の
需
要
動
向

シ
キ
ミ
は
古
来
か
ら
、
仏
事
の

花
と
し
て
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い

も
の
で
あ
り
、
需
要
は
堅
調
に
伸

び
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
生
産
量
も
急
速
に
増
大


し
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
消
費
の


高
級
化
と
と
も
に
、
品
質
に
よ
る


価
格
差
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
お

六 

七 

句
、
 

り
ま
す
。

一
ケ 

ス
に
五
 

圏直

シ
キ
ミ
産
地
の
近
況

関
西
で
の
主
産
地
は
、

三
重
一

・

和
歌
山
・
鹿
児
島
各
県
の
山
間
部

に
あ
っ
て
、
標
高
三
百

μ
以
上
の

高
所
で
つ
や
め
よ
い
良
品
が
生
産

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

三
重
県
熊
野

で
、
五
千
円 
i
一
万
円
、
中
値
八

千
円
位
で
取
引
さ
れ
て
お
り
、
年

間
を
通
じ
て
、
安
定
し
た
販
売
を

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
規
格
は
、 

M

七
O
i
八
O
勺

O
i
六

O
本

で、入
、
良
口
叩
は
直
立
の
し
ん
枚
、
葉

は
中
小
形
、
節
聞
が
密
で
無
病
無

傷
、
日
当
り
良
好
で
、
素
人
が
見

て
も
、
「
キ
レ
イ
な
あ
」
と
思
う
品

物
で
す
。
ち
な
み
に
八
月
八
日
、

め
麗
協
か
ら
葉
裏
に
被
害
の
あ
る

伴三
つ』ー
まHン
揚璽

蓄電

勃

へと~ 

Z墾
 
EE 


¥』

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
複合経営の一躍を担うシキミ園の管理徹底を

MUS04
テキストボックス
ミカン園廃園に助成報道に伴う柑橘栽培農家へお知らせ
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夫婦で子育て

交
通
安
全
は
@
か
ら

@
か
ら
⑬
か
ら

去
る
九
月
十
九
日
小
松
鳥
署
管

交
通
安
全
を
訴
、
え
る
制
作
者
の

内
の
交
通
安
全
協
会
、
交
通
安
全

気
持
ち
が
、
か
か
し
に
表
れ
た
結

母
の
会
が
交
通
安
全
を
か
か
し
で

果
で
す
。 

訴
え
よ
う
と
ア
イ
デ
ア
を
競
い
ま

し
た
。

審
査
の
結
果

金
賞

交
通
安
全
協
会
生
比
奈


分
会


銀
賞

坂
本
小
学
校
交
通
安
全


母
の
会


ア
イ
デ
ア
賞


交
通
安
全
協
会
横
瀬
分


ム

の
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

E

だ
ん
だ
ん
と
卑
屈
に
な
っ
て

投
げ
や
り
な
時
佳
子
乞
示
す
よ
う

に
な
り
ま
す
。
親
に
対
す
る
態

度
だ
け
で
な
く
、
他
人
に
対
す

る
態
度
や
人
生
観
に
も
そ
れ
は

影
響
を
与
、
え
ま
す
。

幼
い
と
き
に
親
、
と
く
に
母

親
に
愛
さ
れ
て
成
長
し
た
人
は
、

お
と
な
に
な
っ
て
か
ら
も
心
が

安
定
し
て
挫
折
感
に
強
い
人
に

な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
最
近
は

よ
そ
の
子
供
を
厳
し
く
叱
る
人

は
少
な
く
な
り
、
こ
わ
い
先
生

も
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、
か
り

に
よ
そ
の
人
に
ど
れ
ほ
ど
悪
口

な
ど
言
わ
れ
て
も
、
親
が
そ
の

子
を
信
頼
し
て
い
る
と
い
う
態

度
が
大
切
な
の
で
す
。
子
供
の

良
く
な
い
と
こ
ろ
は
叱
ら
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
子

供
の
全
体
を
否
定
す
る
よ
う
な
、

あ
る
い
は
け
な
す
よ
う
な
発
言

は
慎
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
。

東
京
都
立
大
学
教
授
・
心
理
学

詫

摩

武

俊

わ
が
国
の

い
人
に
言
う
こ
と
は
避
け
て
ほ
し

親
の
中
に
は

来
客
の
あ
っ

た
折
な
ど
に

「
い
く
つ
に

，な
っ
て
も
毎

日
の 

4
7に

き
ょ
う
だ
い

げ
ん
か
を
し
て
困
り
ま
す
」
と

か
、
「
テ
レ
ビ
ば
か
り
見
て
い
て

ち
っ
と
も
勉
強
を
し
な
い
の
で
、

算
数
も
国
語
も
3
し
か
と
れ
な

い
ん
で
す
よ
」
と
い
う
こ
と
を

一
言
う
親
が
い
ま
す
。

と
き
に
は

「
小
学
校
の
二
年
生
に
も
な
っ

て
昨
日
は
お
ね
し
ょ
を
し
た
の

で
す
よ
」
な
ど
と
言
う
続
も
い

ま
す
。
来
客
に
対
し
て
謙
遜
す

る
と
い
う
意
味
で
言
わ
れ
る
言

葉
で
し
ょ
う
か
、
そ
ば
で
聞
い

て
い
る
子
供
の
心
を
暗
く
し
委

縮
さ
せ
ま
す
。
親
の
中
に
も
自

分
が
子
供
の
と
き
に
こ
の
よ
う
惨

な
こ
と
を
言
わ
れ
て
、
恥
ず
か

し
い
思
い
を
し
た
思
い
出
を
も

っ
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

数
学
や
国
語
の
成
績
が
か
り
に

不
振
で
あ
っ
て
も
、
夜
尿
を
し

た
の
が
事
実
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
こ
れ
を
言
う
必
要
の
な

い
と
思
い
ま
す
。

わ
が
国
の
習
慣
で
は
、
自
分
の

子
供
の
'
」
と
を
良
く
言
う
の
は
あ

ま
り
好
ま
し
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
欠
点
や
、

子
供
が
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て
い

る
こ
と
を
話
題
に
す
る
の
は
避
け

む

を

委
縮
さ
せ
る
言
葉

た
い
も
の
で
す
。
来
客
と
の
話
題

が
そ
の
こ
と
に
及
ん
だ
場
合
に
は
、

む
し
ろ
子
供
の
至
ら
な
い
点
を
か

ば、
 

7
4
7な
発
言
を
し
て
く
だ
さ

子
供
は
親
の
評
価
に
敏
感
で
す
。

こ
れ
は
中
学
生
に
な
っ
て
も
高
校

生
に
な
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

自
分
は
親
に
認
め
ら

れ
て
い
る
、
信
頼
さ

れ
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
子
供
は
親
の
そ

の
よ
う
な
期
待
に
こ

た
え
る
よ
う
に
成
長

し
ま
す
し
、
否
定
的

な
こ
と
ば
か
り
言
わ

れ
て
い
る
子
供
は
、

強~ <J 

賞

Vアイデア賞

企金 賞 企銀

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
新しい家族
夫婦で子育て

MUS04
テキストボックス
心を委縮させる言葉

MUS04
テキストボックス
交通安全は目から耳から心から



ジャズ、演奏会 10月25日� 
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m 
勝浦

勝
浦
町
で
は
、
町
民
に
優
れ
た

芸
術

・
文
化
に
親
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
に
、
こ
の
た
び
モ
ー
ビ
ル

石
油
の
ご
好
意
に
よ
り
、
全
国
的

に
有
名
な
演
奏
家 

(猪
俣
猛
ト
リ

オ
)
と
歌
手 

(金
子
晴
美
)
に
よ

る
本
格
的
な
ジ
ャ
ズ

・
コ
ン
サ
ー

ト
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
。わ

が
国
の
一
流
の
音
楽
家
に
よ

る
ナ
マ
演
奏
の
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

は
初
め
て
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
と

な
い
こ
の
機
会
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
ス
テ
キ
な
ラ
イ
ブ
・
サ
ウ
ン

ズ
で
秋
の
夕
べ
の
ひ
と
と
き
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

な
お
入
場
は
無
料
で
す
が
会
場

整
理
の
た
め
、
入
場
整
理
券
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

整
理
券
の
発
行
場
所
は
、
つ
ぎ

の
場
所
に
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
氏
名
を
記
入
の
?
え
お
求

め
く
だ
さ
い
。
(
入
場
整
理
券
を
持

参
さ
れ
な
い
方
は
入
場
を
お
断
わ

り
し
ま
す
。)

※
入
場
整
理
券
は
発
行
枚
数
に
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
目
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。(
電
話
に
よ
る

予
約
は
、
お
断
り
し
ま
す
。
)

諸
島
百
四
一
旨 

go marchin' in 
j ォー ウエノ ザ セイン ゴー� 7ーチニィ� i 

Oh when the saints go marchin' in 
j アイ ウォ ン トゥピー イン ザッ ナンパー� i 

1 want to be in that number 
j オー ウエ ン ザ セイン ゴ;>ーチーニイ� k 

Oh when the saints go marchin' in '

一邑一泊一且 

匡一

d

一

Em--2H

dFE

E
J 

入場整理券の発行期間・場所
時場 期; .聖者の行進(会場で一緒に欽いましよう 。� 

発行期間�  10月� 1日� -10月20日

西 岡 大 西 商 活

横� ì~~ 丑 若 書 !古

横� i頼 吉野石油庖�  

久 国 勝浦町教育委員会

昭
和
六
十
三
年
十
月
二

十
五
日
開

勝
浦
中
学
校
体
育
館

午
後
六
時
三

0
分
間
場

午

後

九

時

終

了

発

行

場

f'Jr 

こ
の
た
び
県
芸
術
祭
参
加
行
事

と
し
て
、
勝
浦
美
術
展
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

内
容
は
、
勝
浦
美
術
の
会
会
員

の
作
品
と
、
勝
浦
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
美
術
家
の
作
品
及
び
故
福
野

し
て
お
り
ま
す
。

稔
氏
の
ま
だ
公
開
さ
れ
て
い
な
い

遺
作
数
点
を
含
め
、
油
絵
な
ど
七

余
点
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
多
数
ご
来
場
を
お
待
ち

日
時

後 場
援 所

ム
Z 十

月
二
十
二
日
出
1
二

N
H
K i

送
、
官
房
長
警
暴
員

徳
島
放
送
局
、
四
国
放

徳
島
新
聞
社
、

委
員
会
、
勝
浦
町
文
化

協
会
、
勝
浦
町
青
年
会
、

上
勝
町
教
育
委
員
会
、

三
階
ホ 

ル

勝
浦
町
、
勝
浦
町
教
育

l

午
後
六
時
(
入
場
無
料
)

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

十
三
日
間
午
前
九
時 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ジャズ演奏会ライブサウンズin勝浦

MUS04
テキストボックス
芸術の秋
イベントを楽しもう

MUS04
テキストボックス
勝浦美術展
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ぜ
い
た
く
な
新
人
類
に
目
を
つ
む

り

盤

ぜ
い
た
く
る
料
到
』へ
母
は
掌
を
合

わ

せ

都

景

ぜ
い
た
く
に
な
れ
て
幸
せ
見
失
い

あ
ゆ
み

辻
地
蔵
若
葉
の
雫
膝
に
受
けこ

つ
ゆ

点
滴
の
雫
に
生
気
呼
び
戻
し瓢

人

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
古
柿
も

ま
だ
元
気

お
土
産
も
配
リ
戻
っ
た
旅
疲
れ

新
太
郎

そ
れ
か
ら
の
こ
と
は
笑
っ
て
話
さ

る

い

し

も

や

ま

飛
べ
る
日
を
待
つ
病
室
の
千
羽
鶴

ノ

ゐ

々
十
又

l
h
J

晩
酌
の
膳
へ
す
だ
ち
を
欠
か
さ
な

H

い

都

景

e

社
会
総
合
大
学


グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ


習
字
学
級

イ
月
十
四
日
�
 (金
)

十
月
二
十
八
日
(金
)

わ
た
し
の
作
品

〈
川
柳
〉

日
曜
の
畳
寝
へ
味
方
雨
が
降
り

約
束
は
子
供
が
何
時
も
覚
、
え
て
る

久

子

二
十
年
経
て
妻
の
座
は
揺
が
な
い

趣
味
の
友
隣
り
合
せ
で
墓
地
も
買

う

っ

と

む

知
ら
な
い
で
幸
せ
で
い
る
方
が
よ

い

早

苗

真
相
は
私
一
人
が
知
っ
て
い
る

万

里

揺
れ
う
ご
て
女
心
を
知
る
痛
み

千

恵

知
っ
て
る
が
口
に
出
せ
な
い
義
理

が

あ

る

テ

ル

だ
ま
さ
れ
た
ま
ま
が
良
か
っ
た
か

も

知

れ

ず

加

辻

知
る
程
に
口
の
災
い
尻
尾
だ
す

常

一

ぜ
い
た
く
に
花
活
け
女
に
あ
る
則

士ザす
こ
し
だ
け
善
人
に
な
る
赤
い
羽

根

香

月

年
金
で

夏

酔

参
一
寸
と
ぜ
い
だ
く
し
た
い

阿
波
勝
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ

・
ク

ラ
ブ
で
は
、
昨
年
の
十
周
年
記

念
に
全
員
献
服
登
録
を
し
ま
し

た
。去

る
二
月
二
十
五
日
ご
逝
去

の
初
代
会
長
故
平
忠
氏
は
直
ち

に
献
服
、
十
六
歳
と
』二
十
九
歳

の
生
ま
れ
な
が
ら
全
盲
の
女
性

に
片
目
づ
っ
提
供
さ
れ
、
見
事

成
功
し
、
た
い
へ
ん
喜
は
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
角
膜
は
も
う

一


度
使
用
で
き
ま
す
か
ら
、
死
後


廷
に
も
う
二
人
の
新
し
い
全
盲


の
人
に
生
命
の
光
を
与
、
え
る
こ


と
に
な
り
ま
す
。


献
服
登
録
(
ア
イ

・
ハ
ン
ク
)
�
 -10月は自の愛護月間です一

出
獄
は
包
月
五
日
ま
で
に
三
句
は
ガ
き

で送
り
先
勝
浦
町
三
渓
稼
努
広
夫
ま
で

匂
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
俳
句
そ
の
旬
以
は
短
取
と
交
代
に
の

せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
く
定
さ
い
。

富
午
後
七
時
三
十
分
�
 午

後
九
時
三
十
分

場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

註
首
会
北

短
整
午
級

十
一
月
士

一目

玉

)

題

「古
川
萄
�
 
(
ぶ
ど
う
ご


出
詠
締
切
日

十
月
二
十
日

i


保
体

o
は
ラ
イ
オ
ン
ズ

・
ク
ラ
ブ
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
下
さ
い
。

ま
た
、
八
月
二
十
八
日
、

「愛
は
地
球
を
故
う
」
募
金
に

は
七
十
五
人
、
七
万
円
の
ご

厚
志
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ノ...愛は地球を救う募金

h

回
同
カ
メ
ラ
に
過
去
の
ぜ
い
た
く
の

ぞ
か
れ
る

4
1
ρ
三

書富


.10月 1日は法の日・

法まち 3心が築くよしー社会 

午
後
七
時
1
午
後
九
時

住
民
約
祉
セ
ン
タ
ー
図
�
 

の
は
る

)
 

ぜ
い
た
く
か
気
に
な
る
よ
そ
の
物

(
 

干

場

は

つ

え

墨
絵
学
級

十
月
七
日
�
 (金
)

ト
月
十
七
日
�
 (月
)

MUS04
テキストボックス
ライオンズクラブから
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4
寸

」
こ
人
�
 

@
@
@
@
G
G
y

J

午
後
二
時
三
十
分
1
三
�
 

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
階

昭
和
六
十
二
年
イ
月

一

婦
人
が
ん
(
王
呂
・
乳

腺
・
甲
状
腺
)
検
診

早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め

三
十
歳
を
す
ぎ
た
ら
年
一
回
は
、

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
、
っ。

と

き

寸

月

九

日

(
日
)

午
後
十
二
時
三
十
分
1

」こ
料

金

y

λ
J

二
時

坂
本
事
業
所

子
科
が
ん
・・
・凹
�
 
円

ー
し
向
水
・

相
一
状
刷

二
五
�
 円

O
OO

巡
回
健
康
相
談

高
血
圧
、
機
尿
病
な
ど
の
成
人

病
は
、
自
覚
症
状
が
現
わ
れ
に
く

く
発
見
が
お
く
れ
が
ち
で
す
�
 定

期
的
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
、
7
0

お
気
軽
に
、
ご
利
用
下
さ
い
。

料

金

無

料

※
健
康
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

c

月 日� l"f 問 場 所� 

10月13日(木) 午前10時00分-1211寺 ぷ寸入� 1μLJノムLdzk，具'''-

10月17日(月) 午後� 1時30分-3時 機� j頼集会所�  

10月20日(村� 午後 111寺30分-31時� t明野集会所�  

10月24日(月) 午後� 1時30分-3時 久国公会堂�  

10月27日休) 午後� 1時30分-3 1時 星 谷 集 会 所

該
当
児
�
 

離
乳
食
講
習
会
と

乳
児
健
康
診
査

y

十
月
二
十
六
日
�
 (水
)

午
後
三
時
1
山
時

」
二
人
�
 

J

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン

タノー
生
後
三
か
月
か
ら

1
八

か
月
に
二
回
飲
む
こ
と

が
必
要
で
す
が
、
四
段

未
満
の
子
で
一

一回
飲
ん

で
い
な
い
時
は
投
与
を

受
け
て
下
さ
い
。

※ 事ヰ

日
�
 六
十
三
年
九
月
三

十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
j

金
制
…
料

母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。
�
 

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
三
種
混
合
予
防

接
種

日
イ
月
孟
�
 
水
)

午
後
二
時
1
三
時

H
(

該
当
児

と
こ
ろ

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン

宇
ノ二

歳
1
四
歳
未
耐
の
子

第
一
期
:
・
一
か
月
こ
と

に
三
回

第
二
期
・
:
第

一
期
終
了

1
l

後
十
二
か
月
�
 
l
十
八
か

月
後
に
一
回
接
種

該
当
冗

料

金

無

料

※
母
子
手
帳
、
印
鑑
、
通
知
を

ご
持
参
下
さ
い
。

十
月
七
日
�
 (金
)

勝
浦
病
院

離
乳
食
講
習
会
午
後

股
関
節
脱
臼
検
診

一
時
三
十
分
1
二
時

乳
児
健
康
診
査

二
時
�
 

1
二
時
三
十
分

こ
の
検
診
は
、
股
関
節
脱
臼
の

昭
和
六
十
三
年
六
月

一

予
防
と
異
常
の
早
期
発
見
、
早
期

日
1
八
月
三
十

一
日
ま

治
療
に
大
切
立
も
の
で
す
。

で
に
生
ま
れ
た
子

必
ず
受
診
し
て
下
さ
い
。

※
母
子
手
帳
、
印
鑑
、
通
知
を

ご
持
参
下
さ
い
。

母
了
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

と

き

十

月

十
二
日
�
 (水
)
 

と

生ポ
き� ワリ

ク丈
チ小
ン児
投ア
与とエ

と

き

日 程 表

¥-

き

炉」と
こ
ろ

内

容
該
当
兎

※ 

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
婦人がん（子宮、乳腺、甲状線）検診



昭和� 63年� 10月� 1日� カ込 J ご〉 つ ら 第� 220号3)(1 

内とと すえく も~ ウ テ w器 副で 主 い 壁牒なるを のy る ハ 状況勢は� o 臨一m 仁日川限巴車コ当引引

~
ろこ献健都康目 展示他その 講師識演体験尭 容 き 訟多。上にる かがこ い中痛腰など摘ス、下にあ経的済近年、 当者 謡瀬言国語マ~ 

要� iH?1ffij話題議 l !E 時十寄〈ポ町γ 付。喜り 宋� 
重~量吋Pから(日日)だいさ イントッ 薬農又いし情まくら〈るも農業をて本資と

康
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
高
血
圧

動
脈
硬
化
、
心
臓
病
な
ど
の
成
人

病
は
、
無
症
状
の
ま
ま
進
行
す
る

日 

十
一
月
三
十
日 

こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
四
十
歳

を
す
ぎ
た
ら
年
一
回
は
、
必
ず
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

集
団
検
診
の
日
程
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

。
料

金

六

百

円

i

。
内
容 成

人

病

検

診

日 程 表 自
覚
症
状
が
な
い
と
、
つ
い
健

月 日 時 陪i 士場 所� 

10月14日働 午前� 91時-11時 沼� iL集会 的i 

10月19日附 午前� 9時-11時 農村婦人の家

定
、
心
電
図
、
眼
底
検

査
、
血
液
検
査
な
ど

問
診
、 
d

検
尿
、
血
圧
測

な
お
満
七
十
歳
以
上
の

方
、
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
、
生
活
保
護
家

庭
の
方
は
無
料
で
す
。

¥ 

カ
医
療
機
関
で
成
人
病
検
診
、
子

宮
が
ん
検
診
が
、
受
け
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
、
集
団
検
診
を
う
け
ら

れ
て
い
な
い
凶
十
歳
以
上
の
方

(
子
宮
が
ん
は
三
十
歳
以
上
)を
対

象
に
次
の
と
お
り
検
診
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

。
期
間

(平
日
の
診
療
日 
)

。
受
診
で
き
る
医
療
機
関

赤
岩
医
院
、
湯
浅
医
院
、

山
西
医
院
、
勝
浦
病
院

。
内
容
・

成
人
病
検
診 

(尿
検
査
・

血
圧
測
定
・
診
療
・
血

液
検
査

・
肝
臓

・
総
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル 
)

・
子
宮
が
ん
検
診 

(山
西

医
院
の
み 
)

。
料
金 

成

人

病

検

診

百

円

昭
和
六
十
三
年
十
月

一

子
宮
が
ん
検
診
千
円

た
だ
し
満
七
十
歳
以
上

及
び
生
活
保
護
円
杢
峰
、

市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
無
料
で
す
。

匂 t 

日 新

申
主
空 

ん
が
出
て
お
り
ま
す
が
、

C

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

肺
結
核
や
、
肺
ガ
ン
な
ど
の
初

期
症
状
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の

た
め
に
病
気
の
発
見
が
遅
れ
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

勝
浦
町
で
も
、
毎
年
何
名
か
の

程 表� 
Jι村11 所� H寺 間 場 ，i}r 11寺 尚1

10 

月

17 

日

(月)

石原センター�  

高回治様宅横(沼江� ) 

藤本明男傑宅横� (沼江� ) 

新居治機宅横� (掛谷� ) 

生比奈良協�  

農村婦 人の 家�  

f支 場� 

9:30-10:00 

10: 10-10:40 

10:50-11:20 

11:30-12:0

13・00-13・40

13:50-14:30 

14:40-15:30 

10 

月

。26 

日

ヤド)� 

徳パス横� j頼営業所� 

幸浦11 H汀� li是 11弘� 

中山消防事務所�  

横瀬駐在所横� (槻釣，� ) 

電報電話局前�  

9: 30-10:00 

10:10-11:00 

11:10-12:00 

13:00-13:40 

13:50-14:30 

10 

月

24 

日

(月)

役 士務� 

生名いちょうの木� 

滝口石油庖(中角)� 

川口幸一係宅前� (星谷� ) 

小山二三好機宅前� (星谷)� 

勝浦会館駐*場�  

Z守入司� μバJ 1、、 正z〉三、 ，卓~主-

9 :30-10:20 

10:30-11:20 

II:30-12:00 

13:00-13:30 

13:40-14: 10 

14:20-14:50 

15:00-15:30 

10 

月

27 

日

(木)

木 下 今 一 様宅前�  

与川内事業所�  

福 徳 好 �  Jlti様毛�  

坂 本事 業所�  

坂 本集 会所�  

林忠三様宅� (坂本)� 

10:00-10:30 

10:40-11:20 

11:30-12:00 

13:00-13:40 

13: 50-14:20 

14:30-15:00

今
年
は
す
で
に
昨
年
を
上
ま
わ
る

人
数
と
な
り
増
加
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
検
診
は
、
結
核
予
防

法
で
年
一
回
は
受
診
す
る
よ
う
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
、
ま
だ
検
診
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
必
ず
受
診
し
て
健
康

管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

料

金

無

料

※
ボ
タ
ン
、
金
具
の
な
い
薄
い

下
着
と
し
て
下
さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
第10回
勝浦町健康づくり大会
テーマ農業従事者の健康を守る

MUS04
テキストボックス
成人病検診
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宇
民
悶

善
意

)l(4
 

戸
籍
の
窓

勝
浦
会
館
十
月
行
事

ご
結
婚
お
め
で
と
う

8
月
間
日
1
9
月
間
日
�
 

小

松

白

川

市

福

良

め

く

み

f ヘ
大
山
�
 
沼

正

字

削

引

神

岡

和

裕

�

 

j

(本川村附(火)()日(ノド)(}j)(斜(ホ)

手
芸
教
室

習
字
哲
盃

餓
教
室

踊
リ
教
室

篠
教
室

着
付
教
主

踊
り
教
{矛

生
花
新
裕
子

手十
試一
教
室

(
教
育
集
会
所
)

お
誕
生
お
め
で
と
う

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

E
E
m
岡
安
茂
(
刊
日
成
)

日
浦
森
本
カ
ズ
ヱ
�
 
(

歳
)

m
w

大字主十時

一渓
hf

202019 1817 1210 7 6 
日日日日日日日日日

I
h

幻

日

制

習

字

教

�

 

人一回{古
川
場

山
田

富

江
(
臼
歳
)

日

川

篠

教

室

大
主
主
ー
北
盗
三
紀
夫
J

字
大
伏
尾

二
男

一
十

由

之

守

長
女

J

大字
三
渓
東
僚

祥

二

を
巾
ノ
江
美
恵
子
」
知
同

大し� 

お
日

ω
着
付
教
室

人ト

M

'E 

γ
坂

本

下

直

下

稼

勢

誕

(
特
歳
)

夜間叙急当番表� 

r
l
J
 

キ己

J J

大
字
生
名
樋
本
芳
維
�
 長
男

字

大

前

由

美

子

}

雄

大字
三
渓
柿
原
俊
薮
�
 二
男

宇

平

孝

子

」

慎

長
男

大
山
下
泊
江
下
西
岡
五
十
川
義
巳
(
百
歳
)

大
工
音
色
宇
野
口

小

林

進

�

 (
印
歳
)

大
字
沼
江
宇
中
山

中

国

利

二
回
歳
)

大一� 

大
字守
山沼
田江

松
!驚 

秀
明
�
 

J

幸

千

」

宏

J
厳
�
 一一
男

ト
人
下
地
容
ハ
ナ
詰
宮
崎
山
石
土
又
卯
歳
)

議
字
樫
一
向
貞
岡

キ

ン
(
九
歳
)

初

日

附

踊

り

教
一至

訂
日
山
手
芸
教
室

※
十
月
の
生
花
教
室
は
一
回
て

7
-一

大
卒
中
角
山
下

正

チ

」

朔

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

i

8
月
刊
日
�
 9
月
刊
日

中
川

昌
利
さ
ん

(
星
谷
)

中
田
忠
雄
さ
ん
�
 
(沼

江

�

 
)

山
田
昌
男
さ
ん
�
 
(久

間

�

 
)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
�
 

品括協


す
c

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。
(
手
芸
�
 
o

篠
君
主
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時� 

日
月
定
例
心
配
ご
と
相
談

十
月
七
日
(
金
)


午
前
十
時

1
午
後
三
時


内

容

人

権

・

行

政

・

厚

生

・

場

所

住

民

福

祉

セ

ン

タ

福
祉

ー
二
階
�
 

(平
日
で
も
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�
 
)

¥-'  

l明 哉� 

(敏初1略)
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10月� 1 日 山 西 医 院� 2-3027 

3 白 勝 浦 病 院� 2-2555 

5 日 湯� j実 医 院� 2-2003 

フ日 勝 浦 病 院� 2-2555 

⑨巳 赤 岩 医 院� 2-2006 

11日 勝 浦 病 院� 2-2555 

13日 上 勝� ð~ん;:/ 療 所� 6-0302 

15日 勝 浦 病 院� 2-2555 

17日 山 西 医 院� 2-302フ� 

19日 勝 浦 病 院� 2-2555 

21日 湯 浅 医 院� 2-2003 

@日 勝 浦 病 院� 2-2555 

25日 赤 岩 医 院� 2-2006 

27日 勝 浦 病 院� 2-2555 

29日 よ 勝 ロ三会ジ 療 所� 6-0302 

平日 午後6時~翌朝午前9時
休日 午後ア時~翌朝午前9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
四電だより
タコ足配線はSOSのもと
できるだけコンセントから




